
世界遺産候補　霊山「安満岳」登山マップ
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一の鳥居（登山口）一の鳥居（登山口）二の鳥居二の鳥居岩を巻き込む巨木岩を巻き込む巨木勾配のある道が続く勾配のある道が続く
（大きな溝を歩くような道）（大きな溝を歩くような道）石段が所々現れる石段が所々現れる石段のやや勾配を登る石段のやや勾配を登る 一の鳥居（登山口）二の鳥居岩を巻き込む巨木勾配のある道が続く
（大きな溝を歩くような道）石段が所々現れる石段のやや勾配を登る
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キリシタン碑と薩摩塔キリシタン碑と薩摩塔

裸足参り裸足参り裸足参り

キリシタン碑と薩摩塔

安満岳頂上にある「白山比賣
神社」への参道入口です。一
つ目の鳥居が登山口になり
ます。

400mほど進んだところに二
つ目の鳥居があります。

進行方向の左手に巨木があ
り、木の根っこに岩が挟まっ
ています。

勾配がきつい登り坂が続き
ます。小さい浮き石が多い
ので滑らないよう注意。

足元に参道のものと思われ
る石積みの段がちらほら出
てきます。

やや勾配のある石段の参道
を登っていきます。ここを
登れば、平坦な道になります。

この区間は「裸足参り」と
呼ばれ、昔は草履を脱いで、
裸足で歩いていたといわ
れています。道の岩の裏に
は般若心経が刻まれてい
るという言い伝えが残っ
ています。

8 三の鳥居前三の鳥居前三の鳥居前 安
満
岳
に
登
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト

が
交
わ
る
場
所
で
す
。
三
の
鳥
居
を

く
ぐ
る
と「
裸
足
参
り
」に
な
り
ま
す
。

広
場
に
は
大
き
な
平
た
い
石
が
あ
り
、

お
殿
様
の
駕
篭
を
置
く
石
だ
っ
た
の

で
は
？
と
言
う
方
も
い
ま
す
。

山
頂
の
奥
に
は
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

が
参
拝
し
て
い
た
石
碑
が
ひ
っ
そ
り

と
あ
り
、現
在
も
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
横
に
は「
薩
摩
塔
」と
呼

ば
れ
る
中
国
大
陸
と
の
交
易
が
う
か

が
え
る
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

西
禅
寺（
廃
寺
）の
僧
や
修
験
者
の

墓
と
思
わ
れ
る
石
塔
が
数
十
墓

ほ
ど
辺
り
一
帯
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
崩
れ
や
す
い
の
で
、触

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

9 西禅寺跡西禅寺跡西禅寺跡 西
禅
寺
は
、こ
の
地
域
の
真
言
密
教

の
本
寺
と
し
て
隆
盛
を
極
め
ま
し
た

が
、明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な

り
、今
は
，庭
園
と
泉
水
が
わ
ず
か

に
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

祓戸大神碑、山王大神碑祓戸大神碑、山王大神碑祓戸大神碑、山王大神碑 白
山
比
賣
神
社
へ
参
拝
す
る
前
に
、

ま
ず
こ
こ
で
お
参
り
を
し
ま
す
。
左

が
祓
戸
大
神
で
、神
社
に
入
る
前
に

自
ら
を
清
め
る
意
味
で
参
り
ま
す
。

右
は
安
満
岳
の
山
王
大
神
で
、安
満

岳
の
山
の
神
へ
お
参
り
を
し
ま
す
。

11 白山比賣神社白山比賣神社白山比賣神社 加
賀（
石
川
県
）の
白
山
を
本
山
と
し

て
お
り
、７
１
８
年
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。千
三
百
年
の
歴
史
を
誇
り
、安
満

岳
全
体
が
御
神
体
と
し
て
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
ま
す
。神
道
の
み
な
ら
ず

安
満
岳
は
古
く
か
ら
修
行
僧
の
修
験

場
だ
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

12 山頂展望山頂展望山頂展望 山
頂
か
ら
は
、手
前
に
平
戸
島
の
西

海
岸
部
が
望
め
、春
日
の
棚
田
が
海

か
ら
山
に
段
々
に
続
い
て
い
る
景
色

が
見
れ
ま
す
。
ま
た
、平
戸
島
と
生

月
大
橋
で
繋
が
り
，奥
に
生
月
島
が

広
が
り
ま
す
。

なだらかな上り坂が
続きます。

⑥～⑦の間で見つけてみよう！⑥～⑦の間で見つけてみよう！⑥～⑦の間で見つけてみよう！

コンクリート舗装の道が
しばらく続きます。

一般社団法人 平戸観光協会
TEL 0950-23-8600

安満岳は、広い範囲にアカガシの原生林がのこり、白山比賣神社と参道、山頂部の石祠、西禅寺跡から構成されます。８世紀に頂上へ白山
比賣神社が鎮座し、その後、修行僧の修験場となっていました。16世紀半ばになり、平戸島西海岸部はキリスト教への一斉改宗が行われ
ましたが、西禅寺を中心とした山岳仏教勢力が大きな力を持ち、宣教師らと敵対しました。禁教時代になると、伝統的な宗教観と、キリシ
タンの聖地や殉教地への崇敬が融合して、平戸地方の潜伏キリシタンの聖なる山となり、今もなお山岳信仰が続いています。
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駐車場・トイレ駐車場・トイレ駐車場・トイレ

最短登山ルート最短登山ルート最短登山ルート

沢を横切る沢を横切る沢を横切る

●「安満岳」は西海国立公園に指定されています。山でのマナー「ゴミは持ち帰る」「植物は採らない」「登山道をはずれない」などは必ず守りましょう。
●雨天時、雨天後の入山は大変危険です。特に「裸足参り」の区間は濡れていると間違いなく滑りますので入山しないようお願いいたします。
●安満岳の登山道は「遊歩道」ではありません。登山者として、ご自身の責任で十分な装備の上、ガイドツアーにお申込みをしてご入山ください。
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安満岳は、広い範囲にアカガシの原生林がのこり、白山比賣神
比賣神社が鎮座し その後 修行僧の修験場となっていました

世界遺産候補「平戸の聖地と集落」  安満岳について

平戸大橋

●鯛の鼻自然公園

春日集落●

生月島

平戸島

▲安満岳


